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2021年2⽉に5億円の資⾦調達を実施

社名 株式会社スペースシフト

代表 代表取締役 ⾦本成⽣

資本⾦ 2億7,400万円（資本準備⾦含む）

設⽴ 2009年12⽉

従業員数 16名 （インターン約50名）

本社所在地 東京都千代⽥区⼤⼿町１−6−1 ⼤⼿町ビル6階

その他拠点 ⿃取県⽶⼦市、⽶国、ルクセンブルク(準備中)

Webサイト https://www.spcsft.com/

事業内容
衛星データ解析システム開発
衛星データ解析業務
宇宙事業関連の各種調査・コンサルティング

https://www.spcsft.com/


ミッション・ビジョン
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衛星データの解析結果に基づき「⼈間活動と地球環境の最適化・効率化」を図ることで
持続可能な社会の実現に貢献します

現在世界では地球観測衛星が多数打ち上がっており、今後5年間で2,000~3,000機が打上げ予定です
膨⼤かつリアルタイムな地球のデータを⼊⼿できる時代が、まもなく到来します

全地球の
デジタルツイン

を構築

⼈間の
認知⼒を超越
した情報を抽出

世界の事象の
相関関係
を可視化

宇宙ｘAIで世界をひもとく
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弊社の開発技術
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超⼩型衛星などのインフラは拡充される⼀⽅、衛星データを効率的に利⽤するための技術は未だ開拓段階です
膨⼤なデータをいかに価値ある「情報」に変換するかが、衛星データ利⽤を普及する鍵です

⼈⼯衛星
製造・運⽤

ロケット
宇宙輸送 データ処理 ユーザー

弊社は「衛星データ処理」のソフトウェア開発に注⼒することで、⾼精度な解析を実現

解析が難しいとされるSAR衛星データのAI解析技術を開発し、多くの情報を抽出・提供

※ SAR：合成開⼝レーダー (Synthetic Aperture Rader)

プラット
フォーム

効率的に衛星データを利⽤できる環境を整えることで、衛星データ利⽤のマーケット拡⼤を牽引
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光学衛星とSAR衛星の特徴
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弊社は、SAR（合成開⼝レーダー）衛星のデータ処理に注⼒しております
光学衛星とSAR衛星の主な特徴は以下の通りです

光学衛星
通常の写真と同様に太陽を光源として撮像
l フルカラー画像のため直感的に対象物の判別が可能
l SAR衛星よりも衛星の数が多い
l ⾼解像度（1ピクセルあたり0.3m~）

l 雲に隠れた対象物は画像上で不可視
l 夜間に撮影できるのは都市部の明かりのみ
＝実際に観測できるのは全球の25％程度

⻑
所

短
所

SAR衛星
衛星⾃ら電波を照射し、その反射情報から地表⾯を観測

l 曇天時・夜間、24時間365⽇撮影が可能
l 対象物の構造や材質等の特定可能
l ⾼解像度（1ピクセルあたり1.0m~）
l 対象物の反射波を⽤いて画像を作成するため、モノクロ画像
であり、直感的に画像判読が困難

l 衛星の数が少ない
＞今後複数のレーダー衛星コンステレーションの計画あり

⻑
所

短
所
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すべてのSAR衛星データをAIで⾃動解析可能に
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2025年には超小型SAR衛星網が150～200機体制に

あらゆるSAR衛星を組合せた変化検知を可能にすることでリアルタイム解析を早期に実現

すべての衛星を活用し世界中どこでもほぼリアルタイムに観測可能に
バーチャルコンステレーション化

Cosmo Skymed Sentinel 1A-1D TerraSAR-X, TandemX, PAZ Radarsat Constellation ALOS2,ALOS4

4 2 4 3 1

X C X C L

各社が打ち上げを予定している機数Ｘ

36 18 8 12 30 3612



ビジネスモデル
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衛星プロバイダー

スペースシフト プラットフォーム

ユーザー

企業
⾃治体

データサービス

技術パートナー

アルゴリズムライセンス



弊社のソリューション
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2時期のSAR衛星データを⽐較することで、地球上の微細な変化を捉えることが可能です
弊社は、「変位検知」と「変化検知」を主軸としたソリューションを提供することにより、様々な事業領域をサポートします

l 変位検知: 同じ場所の2時期のSAR衛星データを組み合わせ、波の位相(⼲渉)から微細な変化を捉える技術（InSAR(⼲渉SAR)）
l 変化検知: 2時期の衛星画像を⽐較し、その期間の変化をAIを活⽤して⾃動的に検出する技術

＜主な特徴＞

広域に観測可能

過去に遡って観測可能

現地に赴かず観測可能

地表⾯に測量点など不要

ミリ単位の変位検知

AIによる⾃動解析処理

＜弊社ソリューションと応⽤分野＞
n 地表⾯の変位検知
n 建築物単位の変位検知
（ビル、トンネル、橋梁等）

n 新規建物検知
n オイルスリック検出(海底油⽥)
n 森林モニタリング

n 船舶検知
n 違法船推定

インフラ管理

災害対応

保険

マーケティング・
企業戦略

エネルギー

環境保護

海洋安全
保障

物通

n 浸⽔域判定
n 災害情報提供

n 農作物⽣育モニタリング
n ⽣育状況からの価格予測
n 交通量把握
n ⼈流把握



市場規模
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l 環境モニタリング
l 災害対応
l 海洋監視
l 衛星測位
l ⾦融

l インフラ管理

l ⾃然資源

l エネルギー

l 防衛

n 衛星データ利⽤市場規模

SATELLITE-BASED EARTH OBSERVATION MARKET PROSPECTS TO 2028
© Euroconsult 2019 - Unauthorized reproduction is a copyright violation

3700億円（2018）
→ 1兆円 (2028)



弊社技術の強み・特徴 (1/2)
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従来難しいとされてきたSAR衛星のAI解析技術を開発
SAR衛星は、光学衛星では観測できない曇天時や夜間も含めて24時間
365⽇データ取得でき、物体特性や2時期の変化を捉えることが出来るな
ど、多くの情報を含んでいます。⼀⽅で、⽩⿊画像であること等から、デー
タ解析が難しいという短所があります。弊社は、これまで⾃動解析が困難
であったSAR衛星データのAI解析技術を開発しています。

AI・⼈⼯衛星のプロフェッショナル集団

弊社は、AI、SAR衛星、リモートセンシングの各専⾨家(いずれも実務経
験20年以上)をコアメンバーとしています。つまり、SAR衛星の原理・特性
を理解した上でAI解析ソフトウェアを開発しており、この点において他の衛
星データ解析企業やAIベンチャーとは⼀線を画しています。SAR衛星の電
波特性などを理解した上で、⾼精度な⾃動解析を可能とします。

１

2



弊社技術の強み・特徴 (2/2)
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3

4

世界最⾼⽔準の変位検知レベル

柔軟かつ広範なデータ活⽤・サービス提供

SAR衛星の特徴を活かし、地表⾯の変位をミリ単位で計測することがで
きます。弊社は、20年以上の衛星研究・運⽤実績を有する衛星データ
解析企業「TRE Altamira」社との業務提携をすることにより、他社より
も⾼精度な変位検知を可能としました。解析レベルは世界最⾼⽔準で、
地上測量結果と⽐較しても同等の精度で計測可能です。

⼈⼯衛星を⾃社で保有している場合、⾃社衛星を優先して利⽤すること
があります。しかし、弊社は⼈⼯衛星を保有していないからこそ、お客様の
ご要望に対して最適な衛星データを世界中から選定し、解析します。柔
軟かつ広範に衛星データを利⽤することで、お客様のニーズや課題解決に
資する情報を提供します。



様々なデータを組み合せることで広がる活⽤範囲
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地球観測衛星による広域・常時観測、過去の観測データ取得が可能です
各センサーの強みを組み合わせることで、より詳細に経済・社会・環境の動向を把握できます

観測⽅式 観測範囲
(km2/回) 観測頻度 解像度 視認性 コスト

SAR衛星(レーダー) 広域 ⾼
（昼夜、全天候）

低〜中
(1~10m)

低
（⽩⿊）

中
（広域、常時観測）

光学衛星 広域 中
（昼、晴天時のみ）

中〜⾼
(0.3~3m)

⾼
（カラー）

中
（広域、常時観測）

航空機 中規模 低
（都度観測）

⾼
(0.1~0.3m)

⾼
（カラー） 中

ドローン ⼩規模 低
（都度観測）

⾼
(0.01~0.1m)

⾼
（カラー） ⾼

地上センサ ⼩規模 低
（都度観測）

⾮常に⾼
(mm単位)

⾼
（カラー・データ） 低

リアルタイム 2時期
（過去・現在）

地上 衛星サプライチェーンにおける⽣産量、
流通動向、消費状況など、知
りたい情報に応じてセンサを組
合せます。

定期・都度
観測

常時観測

地上 衛星

局地
（ミクロ）

広域
（マクロ）

地上 衛星



衛星データ活⽤のご提案と事例紹介



⽇本全⼟の地表⾯変化計測（SqueeSAR™）
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関⻄空港は2年半でおよそ1mもの沈降が継続的に
⼀定の速度で起きている様⼦がはっきりと分かる

⽇本全⼟の変位解析 関⻄空港の解析結果

SARを⽤いて地表⾯変位をミリ単位で計測する技術「SqueeSAR™」により、ビル開発予定地の事前調査、
施⼯中〜後の周辺地域含めたモニタリング、広範囲なメンテナンス事業の優先地域判定等をご⽀援します

SqueeSAR™は、弊社の業務提携先である TRE Altamira社(イタリア) が開発した最新の⼲渉SAR技術です。解析した地表⾯変位データ
は、TREMaps® (TREの提供する地理情報プラットフォーム)上ですぐに利⽤可能です。すでにビル建設済みの地域であっても過去に遡って
調査することができ、地上センサ設置などと⽐較しても、圧倒的に安価で広範なモニタリング⼿法として活⽤できます。



建築物単位の変位検知（SqueeSAR™）

季節変動と異常変位の検出 トンネル⼯事の変位モニタリング
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SqueeSAR™により、地下建造物建設に伴う局所的地盤沈下、港湾空港管理、
⽯油・天然ガス掘削に伴う地盤変位計測など、幅広い事業に応⽤可能です

ロンドン・ブラックフライアーズ鉄道橋において、
SqueeSAR™により橋梁の季節変動と異常
変位の検知を実施。
⽚側では季節変動と沈降が⾒られ、もう⽚
側では沈降のみが起きていることがわかった。

シアトル市・ワシントン州道99号のトンネル建
設⼯事(2014年)において、2地点で地上計
測(⻘⾊)と衛星データ(緑⾊)により地表⾯
変位を調査した。両地点とも地上観測と衛
星データ解析でほぼ⼀致する結果が得られ、
脱⽔時に約20mmの沈降が確認された。

↓季節変動と沈降（上）と沈降
（下）の様⼦を⽰したデータ

14

建築物の変位検知
サンフランシスコ・ミレニアムタワーの傾斜の例。
画像に対して奥側に倒れ込んでいる様⼦が
確認できた。施⼯不良のため、2008年の建
設以来40cmの沈降が地上でも確認されて
いる。住⺠やオーナーからなる訴訟団が結成さ
れ、裁判が⾏われており、裁判の証拠として
SqueeSAR™の解析結果が採⽤された。



メディア掲載・説明会実績
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⽇経新聞朝刊第⼀⾯に記事掲載(2020年12⽉18⽇)
⽇本経済新聞社の独⾃取材において、弊社パートナー企業であるTRE
社によるデータ解析、及び弊社によるコンサルティングサービスを提供。朝
刊第⼀⾯に掲載された。

広告掲載及び衛星データ商品説明会の開催
2019年12⽉24⽇の⽇経新聞朝刊に全⾯広告を掲載(左)、2020
年1⽉29⽇に衛星データ商品説明会(右)を開催した。説明会には各
業界、⾃治体省庁から200名を超える参加があり、複数の引き合い
があった。その中で衛星データ解析業務を2件受注。



新規建物⾃動検知

©SPACE SHIFT Inc. All rights reserved 再配布禁⽌ 16

関⻄空港は2年半でおよそ1mもの沈降が継続的に
⼀定の速度で起きている様⼦がはっきりと分かる

プラットフォーム上から各種ソリューションに容易に応⽤可能 新規に現れた対象物のみを⾼精度に検出

弊社が開発したレーダー衛星データ解析技術は、UP42(ドイツ、エアバス社の100%⼦会社)が運⽤する衛星データプラットフォームにおい
てサービス提供しております。UP42におけるレーダー衛星データ解析技術の提供は、本件が世界初です。本技術は、新興国や過疎部など、
地上データが不⾜している地域の⾼精度な状況把握、都市化の動向観測による経済指標の予測にも活⽤することができます。

参照:  https://up42.com/marketplace/blocks/processing/buildingdetection

2時期のレーダー衛星画像から、新たに建設された建築物を⾃動的に検出する技術です
地図データの更新や、ガスパイプラインなどの周辺に建てられる建物の監視、都市動向の検知が可能です

https://up42.com/marketplace/blocks/processing/buildingdetection


北⽶における建築物検知の事例（テキサス州・オースティン）
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北⽶における建築物検知の事例
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Central Austin area 新興住宅地の変化
Coordinates: W97°41'51.53", N30°17'45.34"

Mar 2015 Oct 2021June 2015 July 2021

Prediction
Mar18 2015 ‒ Oct12 2021



北⽶における建築物検知の事例
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Central Austin area 都⼼部の⼤規模建築物の検知
Coordinates: W97.710531, N 30.280259

Mar 2015 Oct 2021June 2015 Mar 2021

Prediction
Mar18 2015 ‒ Oct12 2021



北⽶における建築物検知の事例
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June 2015



北⽶における建築物検知の事例
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送電線

資材置き場

駐⾞場

Mar 2021



北⽶における建築物検知の事例
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駐⾞場などの変化は検出せず
住宅地の変化のみをとらえている



災害発⽣時の被災状況把握（浸⽔域抽出）
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Tellusアプリケーション開発実証に採択

©SPACE SHIFT Inc. All rights reserved 再配布禁⽌ 24

x

衛星データによる解析結果とトヨタ社⾞両の通⾏実績を重
ね合わせることで、浸⽔域のエッジを正確に検出し、衛星
データの解析結果を補正することで精度を向上させる。

⾞両通⾏実績により最⼤浸⽔時の浸⽔域を⾃動判別



地上データとの組み合わせによる、⾼精度浸⽔判定処理
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実際の通⾏実績と標⾼値を⽤いて、
地上の浸⽔情報をリアルタイムに作成

衛星データによる広域の浸⽔域検出結果を、
地上データで補正する形で⾃動的に浸⽔域情
報を更新

衛星データと
合成処理

地上データ
地上データと衛星データの
合成による浸⽔域判定

地上データとの組み合わせにより、
実態に近い情報をリアルタイムに更新



2021年佐賀県武雄市 コヒーレンスなしモデルとの合成結果
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■Class1:冠水している
■Class2:冠水していない

■:SpaceShift推論結果
車両データ: 2021年8月14日13時〜14時

ALOS2撮像日: 2021年8月14日13時頃



2021年佐賀県武雄市 コヒーレンスありモデルとの合成結果
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■Class1:冠水している
■Class2:冠水していない

■:SpaceShift推論結果
車両データ: 2021年8月14日13時〜14時

ALOS2撮像日: 2021年8月14日13時頃

市街地の建物で隠れている場所など、観測しづらい場所も検知
できるようになっている。



地表⾯変動監視ARシステム
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シンメトリー社(⽶国)と業務提携し、デジタルツインを活⽤したサービスを開発しています
建築、⼟⽊、インフラ管理、都市計画、災害対策等への活⽤を⽬指しています

2021年7⽉より、インターネット上のオープンデータや各企業が提供しているAPIを簡単に接続し、各分野ごとのデジタルツインを構築して現場
での利⽤を可能にするプラットフォーム「SYMMETRY Digital Twin Cloud」が公開されています。同プラットフォーム上で、衛星データや弊社
の解析アルゴリズムを提供予定です。

衛星データを活⽤したデジタルツインの全体イメージ 地表⾯変動の解析結果のプロット(左)とARゴーグルの画⾯イメージ(右)

地表⾯変動の解析結果をARゴーグル上の画⾯にプロットし、作業員が現
地調査時に、衛星による解析結果と地上の様⼦を同時に確認することが
できる。作業効率や精度を向上することが可能。

レーダー衛星データの解析技術を活⽤して地球規模での地表⾯
データの測量を⾏い、そのデータを元にシンメトリー社が構築するデ
ジタルツインを⽉・週・⽇単位で更新。



経済動向把握における衛星データの活⽤事例
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農産物（主に⽣鮮野菜）の⽣産量や流通予測、住宅・マンション等の新規建設件数、駐⾞場の⾞両台数を指数とした⼯場稼働状況
把握による⽣産量予測、各地域の夜間光に基づいた経済活動状況の把握など、様々な動向を⾒える化することができます。

衛星データを解析して得られる、下記のような様々な指数を活⽤することで
それぞれの需要度を予測し、経済動向把握やマーケティング戦略に活⽤できます

地上の変化

衛星データ

29

農業 建設業 製造業 流通業
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キャベツ価格が下がるタイミングで調味料のCMを放映すると、製品の売上が伸びるという相関があります
衛星データ解析によって予測したキャベツの出荷量に基づき、広告会社のCM出稿計画の策定⽀援を⾏いました

⽣産 収穫 流通 関連商品マーケティング・販売

l キャベツの⽣育状況を確認し、
AI解析により⽣産量を予測

l⽣産量予測の結果に基づい
て、2ヶ⽉後のキャベツ価格を予
測

30
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CM出稿時期の判断のみならず、他地域の⽣産状況が把握できることにより、⾃社の収穫時期や種まき時期をずらしたり、他に需要の⾼
い作物に転作するなどの判断材料することもできます。また、農産物流通の最適化により、フードロスの低減にも寄与します。

キャベツ価格の安い時期を予測し
CM出稿時期を計画

広告会社以外にも、サプライチェーン関係者に対して
有益な情報提供が可能

農産物流通者

⾷品メーカー

⽣産過剰になりそうな地域はないか？
作付け⾯積はどれくらいか？
リアルタイムに⽣産状況を確認したい etc.

⾃社製品に関係する農産物の⽣産状況は？
効率の良いCM出稿で売上を伸ばしたい etc.

農作物流通予測への活⽤農業



⼈⼯衛星データ活⽤による広告の⾼度化を通じた需給連携事業(J-SPARC)
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農作物流通予測への活⽤農業

2017年6⽉20⽇ 2017年7⽉20⽇ 2017年9⽉10⽇

▼それぞれのNDVI画像（⽣育が進むほどピクセルが明るくなる。）

宇宙から⾒たキャベツ畑の様⼦（群⾺県嬬恋村）
2017年6⽉20⽇ 2017年7⽉20⽇ 2017年9⽉10⽇

▼それぞれのNDVI画像（⽣育が進むほどピクセルが明るくなる。）

宇宙から⾒たキャベツ畑の様⼦（群⾺県嬬恋村）

光学衛星では天候のため
この間は1枚しかデータ
がない

SAR衛星画像による
補完技術を開発

2017年6⽉20⽇ 2017年7⽉20⽇ 2017年9⽉10⽇

▼それぞれの⾚外線解析画像（⽣育が進むほどピクセルが明るくなる。）

宇宙から⾒たキャベツ畑の様⼦（群⾺県嬬恋村）
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農作物流通予測への活⽤

総⽣産量 収穫状況 流通価格 関連商品マーケティング

ハイパー SAR 光学 SAR 市場データ 市場データ

第⼀次産業の総⽣産量予測・⽣産量最適化・流通コントロール・消費コントロール

フィードバック

広
告
代
理
店

２ヶ⽉後の流通
価格を予測した
い︕

⾷
品

メ
)
カ
)

効率よくCM出稿
をして売り上げを
伸ばしたい︕

流
通
企
業リアルタイムに

⽣産状況を把握
したい

どのくらいの⽣
産量があるのだ
ろうか︖

気象モデルと実際の
収穫状況の予実を⽐
較したい

今年の作付け⾯積は
どれくらいだろう

⽣産過剰になり
そうな地域はな
いか

値下がりする時期に
関連商品の広告を企
画し営業したい︕

⽣
産
農
家

いつ頃出荷すると
利益が最⼤かでき
るか︖

他の地域の
状況は︖

農産物のサプライチェーン⾒える化
・他の地域や農家の⽣産状況を把握
・収穫時期や種まき時期の調整
・需要の⾼い作物に転作などの⽣産調整
・農産物流通の最適化
・フードロスの低減につなげる

衛星データ解析を活⽤した
農作物流通の効率化

光学

ステークホルダーごとに
異なる利⽤価値
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アフリカでのマイクロファイナンス与信への活⽤

輸送

スペースシフト

マイクロファイナンス企業

農機や肥料の
販売/サブスク

農家

⽉々返済

衛星データから過去の
農作業の進捗状況を把握

現地農業ベンチャー

農家の信⽤スコアを作成
しマイクロファイナンス
の与信スコアを作成

代かき ⽥植え

収穫時期

収穫作業
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製造業の⽣産・流通予測への活⽤

ハイパーInSAR 熱⾚外 SAR SAR

鉄鉱⽯採掘量 製鉄所稼働状況 ⾃動⾞⼯場駐⾞場 ⾃動⾞輸出量

⾃動⾞の流通予測・企業業績予測・⽣産最適化

SAR SAR

⾃
動
⾞

メ
)
カ
)

他社の⽣産状況
をリアルタイム
に知りたい︕

海
運
会
社

どの航路の需要
が上がっている
か知りたい︕

鉄
鋼
業
社

新たな鉄鉱⼭を
開発したい︕

取引先の採掘場
に問題はないだ
ろうか︖

どの製鉄所の在
庫が多いのか知
りたい︕

新たな取引先とな
る鉱⼭はないか︖

鉱⼭の安全状況
を監視したい︕

世界のどこかに⾞
の需要が伸びてい
る地域はないか︖

SARデータのAIによる解析を活⽤することでさまざまな産業上の変化
を捉える技術を確⽴。

取引相⼿や、世界的な情報が客観的にリアルタイムに得られること
で、ビジネス上の判断をより正確に⾏うことができ、経営の最適化、
最終的には資源利⽤の最適化につながり、地球環境保護にも繋がる。

光学 光学 光学 光学

全地球的な⾃動⾞
の分布状況

SAR

⾃
動
⾞

メ
)
カ
)

世界のどこに⾃社
の⾞が⾛っている
か︖中古⾞はどれ
くらいか︖

製
鉄
会
社
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企業の活動状況やESG関連の動向、環境問題に対する対応
GHGSat: PULSE
温室効果ガスの排出モニタリングを⾏う、カナダのベンチャー企
業。これまでに⼆酸化炭素とメタンの排出量を計測できる衛星3
機を打ち上げている。
同社は世界のメタンの排出量が⾒られるサービス「PULSE」を無
料で提供しているほか、2021年6⽉に、温室効果ガスの排出量
データ管理ポータル「SPECTRA」をリリース。さらに、⽯油会
社のSHELLや経済や⾦融情報の提供を⼿掛けるBloombergとの
協業を発表。2021年7⽉にシリーズBで4,500万ドル（約50億
円）を調達。2011年の創業以来の調達合計額は7,000万ドル
（約77億円）を超えている。

■センサースペック
地上分解能︓25m
撮像範囲︓12 km × 12 km
刈幅︓20 km
バンド︓SWIR 1630-1675 nm
検出誤差︓1％（Methane column density 
precision (% of background)）

■SAR衛星データとの組合せ
メタンの排出量の直接観測のみでは、地上の気象条件などによる誤差が
⼤きいため、SAR衛星データを解析し、⼯場の駐⾞場の⾞の増減など、
天候に左右されず観測可能な情報と組み合わせることで、より精緻に企
業活動の把握を可能にする。
→企業活動の環境への負荷や、ESG対策の実態を把握し指数化
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SAR衛星データ

アフリカでのマイクロファイナンス与信への活⽤

輸送

スペースシフト

STANDAGE

農機や肥料の
販売/サブスク

農家

⽉々返済

衛星データから過去の
農作業の進捗状況を把握

農家の信⽤スコアを作成
しマイクロファイナンス
の与信スコアを作成

代かき ⽥植え

収穫時期

収穫作業

ナイジェリアのイネ圃場での解析結果



海洋：資源・エネルギー分野
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オイルスリックの検出による海底資源の発⾒
元々BPのリモートセンシング部隊によって組織されたNPA Satellite 
Mapping（現在は仏CGGの⼀部）は全世界の海底油⽥に起因するオイ
ルの滲出をマッピングし「SEEP EXPLORER」というシステムを運⽤し
情報販売している。データソースとしては、ERS-1 & -2, Envisat, 
Sentinel-1, ALOS, RADARSAT-1 & -2, TerraSAR-X and COSMO-
SkyMedなどの政府および商⽤SAR衛星のデータを活⽤している。
中国を例に取ると、2016年の段階で、52,257km2の地域をカバーする
226シーンを販売している。1シーンは1500ドル程度で販売され、⼀回
の購⼊はおおよそ40シーン程度とされている。
更新頻度や検出精度を向上させることにより、より幅広いニーズに対応
することが考えられる。

洋上⾵⼒発電プラントの
効率的な配置
SAR衛星画像によって洋上の
⾵⼒発電所の⾵の流れを検証
する試みもなされている。シ
ミュレーションと⽐較するこ
とで、より効率的な配置を⾏
うための補正情報として活⽤
が進められている。

Journal of Geophysical Research: Oceans 中国東岸の洋上⾵⼒発電所の例
Volume 119, Issue 8, pages 4958-4971, 11 AUG 2014 DOI: 10.1002/2014JC009822

http://onlinelibrary.wiley.com/doi/10.1002/jgrc.v119.8/issuetoc


海洋：⽔産業分野
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効率的な漁船運⾏と漁場の把握
SAR衛星を⽤いることで、海上の⾵速⾵向や波⾼を知ることが
出来る。漁船の効率的な運⾏のためには出来る限り燃料を節約
することが求められるが、⾵向や波⾼を知ることでより効率的
なルートを選択することが出来る。

⼀般社団法⼈ 漁業情報サービスセンター
漁業分野における宇宙利⽤の現状と今後の展望

対⾺南東部暖⽔渦周辺に分布する微細渦

海上から捉えた微細渦また、潮⽬付近などの海上に現れる微細渦周辺
には漁場が形成されることが知られている。こ
の微細渦はSAR衛星によって観測がなされてお
り、常時観測により⾃動検知することで、ニア
リアルタイムに漁場形成を漁業関係者に情報提
供することによるビジネスが考えられる。

養殖業者でのSAR衛星データ活⽤
宇宙データやIoTなどICT活⽤で⽔産業の効率化を⽬指すベンチャー企業「UMITORON(ウ
ミトロン)」は海⾯温度やプランクトン分布などの衛星データと、⽣け簀に搭載したセン
サーを活⽤することで、餌やりのタイミングの最適化情報を養殖事業者に提供している。
現在は愛媛県愛南町にて試験を続けているが、餌やりをする際に⾵速が強かったり、波⾼
が⾼い場合は船が出せず、餌やりをすることが出来ない。ぶりなどの⽣け簀は5km以上も
離れていることがあり、リアルタイムな海上の⾵速や波⾼の情報が必要とされている。

波⾼・⾵速情報



海洋：安全保障分野
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AIS信号とSAR画像の付け合せによるMDA
⽇本は領海とEEZをあわせた計447万k㎡の⾯積の海を持つ、世界第6位
の管轄海域を持つ。近年緊張の⾼まる⽇本近海において、船舶の運⾏状
況や海洋汚染をはじめとした、海洋状況把握(MDA: Maritime Domain 
Awareness) が重要性を増している。
これまで、船舶の運⾏状況の把握⽅法として、AIS（Automatic 
Identification System,⾃動船舶識別装置）からの信号収集を地上及び衛
星から⾏うことで、呼出符号、船名、位置、針路、速⼒、 ⽬的地、積載
物等の情報を把握している。AISは、国際海事機関（IMO）の主導により
SOLAS条約（海上⼈命安全条約）の下、搭載が義務化されているが、信
号を発信しない船舶は多く、実態が把握されていない。

SAR衛星は被雲や昼夜の関係なく常時撮像が可能であり、またその広域
観測能⼒を活かして、船舶の種別を特定しながらAIS信号と付け合せを
⾏うことが出来る。不審な船舶の実態把握を⾏うことは、我が国の海洋
安全保障上の重要な要素となっている。

また、⺠間活⽤の⽴場からも、海賊船の状況把握や貨物輸送航路の最適
化など、同技術によってもたらされるメリットは計り知れない。

デュアルユースの観点からもSAR衛星データの活⽤が⼤きく期待できる
分野と⾔える。

AISヒートマップの例



SDGs達成に向けた衛星データ利⽤
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SDGs達成に向けた各種活動において、衛星データの利⽤が国際的にも進んでいます。⽇本の地⽅創⽣SDGsにおいても、特に以
下の点で衛星データ利⽤が有効です。
n 少⼦⾼齢化や⼈⼝流出による⽣産⼈⼝の減少：衛星データ利⽤を含むビッグデータ解析による経済活動の効率化・⾼度化
n ⾃然災害に対する強靭かつ持続可能な都市開発：衛星データを活⽤した防災・減災、発災時の迅速な対応

l 都市及び公共インフラ設備モニタリング
l 国際協⼒（特に途上国）のプロジェク
トにおける衛星情報利⽤（森林・農業
モニタリング、⼟地利⽤状況把握、災
害対応など）

l 強靭地盤の把握による、再⽣可能エ
ネルギー拠点の選定

l 緑地被覆・森林モニタリング
l 災害状況把握、⾼リスク地域の事前
把握による防災

l 農業モニタリング（⽣育状況把握等）
による⼀次産業の効率化

l ビックデータ活⽤による産業効率化
l 港湾エリアの経済活動モニタリング（船
舶、コンテナ数の変化状況など）

横浜市の優先ゴールにおける衛星データの活⽤事例：

出典：「横浜市SDGs未来都市計画(2021-2023)」及び「SDGs
未来都市・横浜（パンフレット）」



⿃取県内での取り組み
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2021年11⽉21⽇ とっとり宇宙産業ネットワーク設⽴



⿃取県内での取り組み
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⿃取県内での取り組み
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すぐそこにある星空

豊かな⾃然を背景にした1次産業と宇宙産業の連携

衛星データの解析精度向上のための地上データ収集
あらたな衛星データ活⽤の⽅法を⽣み出せる⼈材・産業育成

農業×衛星データ 漁業×衛星データ

衛星データを活⽤した⼀次産業の効率化・発展
スマートシティ・防災への対応



⿃取県をテストフィールドにした衛星データ利⽤
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•農業:作付・収穫状況
•漁業:漁船分布・獲量
•林業:樹種マップ更新

地上データ
収集

「星取県衛星データテストフィールド」の設置
・衛星データ精度向上のための地上データ収集
・県内の企業/団体の協⼒により実現
・さまざまな産業の地上計測データと衛星データを
同化させて、衛星データの利⽤領域を拡⼤

衛星データ活⽤のためのデータベース整備拠点へ

県内優秀⼈材を宇宙産業へ︕
• 衛星データ⾃動解析AI開発のための教師データ作成
• PC操作ができる主婦(夫)や元看護師など優秀⼈材の活⽤
• 衛星データテストフィールドで得た地上データを活⽤
• 県内IT企業と連携した衛星データ⾃動解析AIの開発
• 衛星データ教育への教育現場での活⽤

衛星データ利活⽤⼈材の教育拠点「星取県宇宙学校」創設
• 様々な産業へ衛星データを活⽤するコーディネーターを育成
• 県内企業から衛星データ利活⽤担当を選出して教育
• 上記、テストフィールドや教師データ作成とも連携 県内企業、各産業機関の協⼒取り付け

県内に衛星データコーディネート企業を設⽴・誘致
雇⽤創出効果等の算出・県内教育機関との連携

•災害:⼟砂、⽔災
•⼈流データ
•マーケティング

AI教師データ
作成

衛星データ
コーディネート
⼈材育成
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⽶⼦衛星データ研究所
⽶⼦事務所が完成。今後農地のデータ取得作業
や現地エンジニア確保の拠点とする。

オフィススペース⼿前は簡易店舗とし、宇宙グッズを販売 2名分の執務スペースを確保

10数年前に経産省の取り組みでリノベーション
された築130年の蔵の1画を確保(家賃3万円)⽶⼦駅から徒歩8分程度

住所︓⿃取県⽶⼦市法勝寺町22善五郎蔵
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実際の圃場を活⽤して⽩ねぎの⽣⻑をSARで解析

2018/5/22
写真撮影

90
m×10

0m A

B
D

C
E

F

©Google

©Google

©Google

約1ヘクタールの⽩ねぎ畑の⽣育
の様⼦を宇宙から観測



超⼩型SAR衛星を活⽤してネギ畑を観測
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⽶Capella Space
の超⼩型SAR衛星
を活⽤
(１回の撮影で11万円)

実際のSAR画像（1ピクセルが地上の約3mに相当）

©Capella Space
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地上計測の様⼦

ネギの⻑さや幅
を実測して記録

分光計を⽤いて
スペクトルを計
測（葉⾊による
⽣⻑把握）

圃場全体の画像

圃場近くにポール
を⽴て、⾼所から
全体を撮影
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地元のニュースでも紹介︕

10⽉28⽇
ニュースevery⽇本海
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⿃取県知事訪問(2022/5/20)



⽩ねぎ畑の観測結果(6/10)
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⽩ねぎの⽣⻑と衛星観測結果の⽐較
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⽩ねぎの⽣⻑と衛星観測結果の⽐較
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ネギが⽣⻑するほど、電波の反射が強まる︕



衛星データ活⽤で⽬指す⼈材育成
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1.  AI 専⾨⼈材

2. データ解析専⾨家
3. 衛星データ利活⽤

コーディネーター

4. AI教師データ⼈材
5. 地上データ計測⼈材

• AI研究者
• AIエンジニア
• AI開発プランナー

• AIソフトオペレーター
• ITエンジニア
• コンサルタント
• プランナー

• GISオペレーター
• 衛星データリサーチャー
• 地上データ収集マネージャー
• 地上データ収集⼠
• 地上データ校正⼠

AIのアルゴリズム開発やAIによる
衛星データ解析プログラムの開発

AI専⾨家が開発したソフトウェアを⽤いてデータ解析

企業等のニーズを発掘し、衛星データ利⽤の企画・⽴案

AIに正解を提供するためのデータセットを作成

地上データを様々な⼿法で計測・収集、校正を実施

2030年までに必要と想定される上記⼈材
計︓約4万⼈（全国）

衛星データ活⽤に必要な⼈材を⿃取県内に育成


